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サリドマイド胎芽症患者の健康・生活実態の諸問題に関する研究 

サリドマイド胎芽症患者の健診事業からみた健康実態に関する考察 

 

研究分担者 長瀬 洋之 帝京大学医学部内科学講座呼吸器・アレルギー学 

 

A. 研究目的 

 サリドマイド胎芽症患者の年齢は、

COVID-19 蔓延期間中に 60 才を超え、現在

61～62才に達している。一般人口と同様に、

生活習慣関連疾患を高頻度に併存する年齢

層となった。この 3 年間は、本分担研究で

は、COVID-19に対する胎芽症患者における

対応法について、マスクや手指消毒方法、

会食やワクチンに関する考え方について、

マニュアルを毎年更新しながら発行してき

た。しかし、本年度においては、幸い COVID-

19 は収束に向かっており、マニュアル発行

の必要性は低下したと考えられた。 

本研究班では、健診事業を 2010 年代から

継続しており、本事業は胎芽症患者の全身

的な健康管理に貢献してきた。そこで本年

度は、当施設において 2 症例の健診を行っ

たため、その中から今後の課題を考察する

こととした。 

  

B. 研究方法 

 2023 年度の当院での健診事業において、

2 例に健診を施行した。種々の症状ととも

に、既往歴、現在治療中の疾患、困っている

症状等の情報を詳細に聴取した。検査とし

ては、生活習慣病関連の血液検査の他、心

電図検査、聴力検査、胸腹部 CT、腹部超音

波検査、上部消化管内視鏡検査を行った。

希望者には歯科検診を追加し、女性におい

ては、さらに乳腺や婦人科系診察を含む健

診を施行した。これらの健診は、午前 8 時

30分頃から開始し、16 時までには終了する

1日のコースとして施行した。 

 

C. 研究結果 

 今回の対象症例は、61才と 62才 の症

例であった。 

症例 1は、高血圧症と糖尿病も治療中で

あった。下肢血圧が 166/77 mmHg と高値で

あったが、本研究班で以前検討された、上

肢推定血圧 = (下肢血圧 + 8 mmHg) X 

0.88 mmHgの換算式で算出しても、なお

150/75 mmHg相当であり、引き続き高血圧

治療を継続する必要性について助言した。

糖尿病についても HbA1C 6.4%であり、治

療管理の継続を助言した。また、左腎結石

を初めて指摘された。 

症例 2は女性であり、心疾患の既往があ

るが、LDL-コレステロール値高値で現喫煙

者であり、脂質異常症のさらなるコントロ

ールと、禁煙治療を含めた対応の必要性に

ついて助言した。また、歯科検診を希望さ

れ、本症例では顎関節症を指摘され、生活

指導を受けることができた。さらに、筋骨

格系の症状として、頚部から肩にかけての

違和感や疼痛が強く、専門的な対応を希望

された。 
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D. 考察 

 サリドマイド胎芽症患者も、60才を超え

る年代を迎えた。胎芽症に特異的な事象で

はないが、今回の 2 症例とも高血圧症、糖

尿病や虚血性心疾患の既往を有し、対応が

必要であった。また、筋骨格系症状への対

応も求められ、今後本研究班における整形

外科・リハビリテーション領域の研究成果

の還元や相談のニーズが高まることが想定

される。 

本研究班では、呼吸機能検査を含めた健診

を施行した 2015年の時点で、健診受診者の

現喫煙率は 23%であり、当時の全国平均を上

回っていた。さらに既喫煙者を含めた喫煙

歴は 54.5%に達していた。胎芽症患者におけ

る喫煙実態は明らかではないが、禁煙の障

壁となる心理的・社会的要因が潜在する可

能性も想定されている。 

喫煙によって慢性閉塞性肺疾患 (COPD)を

発症すると、息切れによって身体活動性が

低下する。身体活動性は COPDの予後と強く

相関しているが、胎芽症患者では、身体的

な疼痛等による身体活動性低下リスクが高

いと想定されるため、COPD発症を早期に予

防することが重要である。今回の症例のよ

うに、禁煙の必要性が高い症例も存在する

ことから、胎芽症患者における、加熱式タ

バコを含めた喫煙実態調査と、禁煙啓発資

材の提供、喫煙歴を有する患者を対象とし

た呼吸機能検査などを考慮する必要性が考

えられた。 

健診事業の課題として、COVID-19蔓延前よ

りも受診者がやや減少傾向にあった。

COVID-19流行期と異なり、健診による感染

リスクも低下していることから、健診事業

の結果をわかりやすく公表する等によって、

事業の周知を積極的に行っていく必要性が

あると考えられた。 

 

  

E. 結論 

 60歳代に入ったサリドマイド胎芽症患

者において、生活習慣病の管理や禁煙は重

要な課題である。胎芽症患者特異的な問題

点として、筋骨格系の症状が増加してくる

可能性がある。 

これらの問題点の把握には、健診事業が

有用であり、実際の訴えを聞くことができ

る貴重な機会である。受診者個人への結果

の還元の有用性は明白であるが、胎芽症患

者の生活や日常管理における問題点を抽出

する機会としても有用性が高く、今後も事

業の継続が望ましいと考えられた。 


